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(論文内容の要旨)

本論文は，認知言語学の枠組みに基づき， 日本語の構文現象の解明を試みた理論

的・実証的研究である。全体は8章から成る。

第 1章では，認知言語学のパラダイムに基づく用法基盤モデノレの視点から，これ

までの理論言語学の研究の背景となっている文法研究の批判的な検討がなされる。

第2章では，まず認知言語学の分析モテソレの代案として重要な役割をになう構文

文法と認知文法の成立の背景を歴史的に概観し，構文現象の分析におけるこれらの

文法モデ、ノレの理論的な位置づ、けを試みている。次に，以上の文法モデノレと本研究の

理論的・方法論的背景になる認知言語学の用法基盤モデルの位置づけを明らかにし

でいる。具体的には， (i)用法基盤モデルが，言語の使用態に対する体系的・実証的

なモデ、ルで、あり， (ii)構文文法と認知文法の経験的な基盤となる言語研究の枠組み

として，統語論と意味論の双方の観点から， 日常言語の構文現象を体系的に捉えて

いく視点を明らかにしている。

第3章では，第2章の理論的背景を踏まえ，本論文が提案する新たな分析の枠組

みを提示している。特に本章では，構文文法と認知文法の統合に基づき，コ}パス

利用のデータ収集法と統計的手法を導入し，構文現象の一般的な記述と説明を試み

ている O 構文文法と認知文法の統合を図る根拠としては，いずれの理論も方法論的

な互換性を持っている点が挙げられる O また，本章では， このこつの文法モデ、ノレは，

(i)非還元主義に基づく分析モデルとして相互のモデ、ノレに対する補強を可能にし，

(i i)コーパス分析の視点の導入により観察記述の基盤を強化し，理論的にも実証的

にも妥当な構文研究を可能にする点を明らかにしている。

第4章では， 日本語の構文現象の具体的な考察を行っている。特に本章では rx
ガ Yニ VするJ形式の構文現象を分析の対象とし F このタイプの構文に生起する動

詞自体の内在的意味だけでなく， この種の構文パターンがになうゲ、シュタノレト的な

意味機能を考慮しない限り rxガYニ Vするj形式の構文の表層の分布関係、に関す
る適切な一般化が不可能な点を明らかしている。また本章では，この種の問題は，以

上の構文タイプの現象だけでなく， 日本語の自動詞構文，他動詞構文において観察

される一般的現象であることを示すため，事態認知の自動性と他動性にかかわる広

範な構文の事例を分析している。その結果として，同じ動詞が生起する構文でも，そ

の構文における動調と共起する名認の意味フレームの変容によって，構文全体の意

味に質的な変化がみられる事実を明らかにしている。

第5章では，第4章で明らかになった構文現象に関する事実，すなわち同じ動詞

を使った表現でも(これと共起する)名詞の意味フレームにより構文自体の意味が

変容する事実を，アンケート調査に基づく実験的手法で検証している O その手)1債と
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して，寺村(1982)の構文現象に関するデータを分析し，この分析によって得られた

データに対する多変量解析を行っている。その結果，先行研究におけるなガ YニV

するJ形式の構文の分類と一般化は，動詞の内在的な意味自体にかかわる自動性と

他動性の特徴だけを構文分類の基準とするため 3 構文自体の意味規定に本質的に限

界がある点を明らかにしている。

第6章では，第4章と第5章の結果を踏まえ，生成言語学系と認知言語学系の構

文現象の先行研究に対する問題提起を行っている。先行研究としては (i)語葉主義

による分析の問題点と(ii)構文文法による分析の問題点を指摘している。 (i)の研究

として， ]ackendoff(1983)や Levinand Rappaport(1988)の語葉概念意味論の枠組み

に基づく影山(1996)，影山・由本(1997)，等の日本語の構文分析を批判的に検討して

いる。具体的には移動構文に関する問題を取り上げ，構文の選択が動認の内在的意

味から一義的に決まるとする語葉分析の限界を明らかにしている O 次に， (i i)に関

する研究として， Goldberg (1995)の構文文法を起点とする李(2002a，2002b，2003b)， 

伊藤(2005)，永田 (2006)の日本語の構文分析を批判的に検討している。(ii)の線に

そった構文分析では，構文における格パターンに，文の構成要素に還元できないゲ

シュタルト的な意味が存在する事実を明らかにした点は重要で、ある O しかし，一方

の問題点として，この種の構文の意味が，問題の構文のどの言語的特性に起因する

かが明らかにされていない。本章では，この構文自体の意味に対する十分な根拠が

示されていなし1点が指摘されている。

第7章では，第6章で問題提起した構文の格パターンに関する用法基盤モデルに

基づく分析を行っている O 特に第6章で明らかにした先行研究の問題点を踏まえ，

構文の構成要素としての名詞の意味フレームと格ノミターンの分析の必要性を指摘

し，コーパスデータの実験的手法による分析を行っている。具体的には，読売新聞

の 11年間分のコーパスデータ，等から rxガ Yニ VするJ構文にかかわる名詞の意
味フレームと格パターンを抽出し，複数の母語話者によるこのタイプの構文のスキ

ーマ的な意味の調査を試みている。そして 名詞の意味フレームと格パターンにか

かわる意味を電子化されたシソーラスで特定し，この種の意味から構文全体の意味

を予測する統計的分析を行っている O この分析により，名詞の意味フレームと格関

係の知識が構文のゲ、シュタルト的意味に与える影響の強さを測定し，本研究のこれ

までの主張(すなわち，構文の意味の決定に名詞の意味フレームと格ノミターンの意

味が重要な役割を担っているという主張)の妥当性を明らかにしている。

第8章では，理論面・実証面の双方の観点からみた構文研究における本研究の意

義と展望が論じられている。
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(論文審査の結果の要旨)

本論文は，認知言語学の用法基盤モデルに基づ、く日常言語における構文のメカニ

ズムの理論的・実証的研究である。従来の理論言語学の構文研究では，動詞の内在

的意味が文の中心であり，個々の構文の意味と構文間の表層分布は，語葉レベルに

おける動詞の概念構造によって一般的に規定するアプローチが前提とされているO

この動詞を中心とする詩嚢主義的アプローチでは，概念構造に基づく動詞の意味機

能と項構造の統語的パターンの解明を試みている。

これに対し，本研究は，以上の語葉主義的アプローチの本質的な問題として，次

の二点を明らかにしている:(i)語葉主義的アプローチでは， (意味関数に基づく概

念構造の規定から明らかなように)構文の意味を動詞と項構造に基づく構成的な意

味として要素還元的に捉えており，文の構成性原理からは予測できない構文それ自

体のゲシュタノレト的な意味に関しては適切な説明ができない。 (ii)このアプローチ

は，動詞の意味を中心に文の意味を予測するとしながらも，動詞の意味の規定に捺

し，項構造によって規定される文のフレームレベルの意味から動詞の意味を決定す

るとしづ方法論的循環がみられる O このこ点は，従来の語葉主義的アプローチの分

析モデノレに内在する本質的な問題で、ある。

これに対し，本研究では，動詞にかかわる意味要因だけでなく?名詞の意味フレ

ームと格パターンにかかわる意味要因に着目し，倍々の構文の意味機能と構文聞の

表層分布に関する実証的な分析を行っている。本研究は，この分析のための方法に

関しても，次の点で独創的と言えるO 本研究では，従来の分析者の直観に基づく作

例を中心とするアプローチに対し 9 広範な構文現象にかかわるコーパスに基づいて

具体事例を統計的手法で分析し，実証的言語研究の方法論を提示している。さらに，

本研究は，この方法論を認知言語学の用法基盤モデルに適用することにより?今後

の構文研究に対する新たな方向性を示している。

語葉主義的アプローチに基づく文法研究の基本的な考え方は，構文現象は，動詞

の下位範時化の結果であり，動詞の意味から構文の可能な分布関係を予測すること

がで、きるとする点にある O また，この前提のもとに，動詞は文の中核に位置し文の

中心的意味を規定し，構文の表層パターンは単なる随伴現象であるに過ぎないとし

ているO これに対し，本研究では，用法基盤モデ、ノレの観点から構文文法と認知文法

を統合する新たな分析モデ、ルを提示し，構文自体のゲシュタノレト的な意味と表層レ

ベルにおける構文の分布関係を体系的に明らかにしている。特に従来の方法では一

貫した分析が難しいとされる名詞の意味フレームと格パターンの関係を，電子化さ

れたシソーラスの広範な言語データを用いることにより体系的に規定しているO ま

た，以上の言語データを統計的手法で分析し評価することにより，構成性原理によ
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って予測可能な構文の要素還元的な意味だけでなく，構文自体の意味パターンに関

する新たな定式化を行っている。

さらに本論文の独創的な点は，方法論的精微化がまだ十分とは言えない用法基盤

モデ、ルに対する実践的な方法論を具体的に示している点にある O 認知言語学をはじ

めとする従来の構文研究では，分析者の直観に基づいて用例を作成し，同時に評価

を行うという方法が採用されているO しかしF この方法は，科学的研究の方法とし

ては問題があると言わねばならない。こうした現状に対して?本研究は，実際の使

用例に対し体系的・網羅的な事例収集と観察を行い，客観的な判断基準となる統計

的な方法と指標を提示し，科学的な言語研究の方法論を提示している。この方法論

は，言語現象の分析一般に適用可能で、あり，言語のメカニズムを検証する上で重要

な意味を持っと言える。

言語学における記述と説明の妥当性の観点からみた場合，本研究は，次の点で従

来の理論言語学における構文研究に比べ，より体系的な説明を可能にする O 従来の

研究では，動詞を中心とする語集の意味的制約に基づく分析が大半を占め，動詞の

意味的な制約から説明できない現象に関しては，語用論的な要因にゆだねる例外処

理の扱いをしている。それに対して，本研究では，名詞の意味フレームと格パター

ンの分布関係を，構文の事態認知にかかわる語用論的な要因を組み込むシソーラス

の定量的な評価手法に基づいて体系的に分析している。

本研究は，主に日本語の現象を対象にし，共時的な視点からみた構文研究を主眼

としており， 日常言語の通時的な視点からの構文分析の適用はなされていない。し

かし，本研究の共時的な視点からの構文研究を進めていくならば，構文レベルにお

ける意味の変容プロセスによって特徴づけられる適時的な意味変化の一面を，より

体系的に分析していくことが可能となる。この点で，本研究は， 日常言語の意味変

化の背景となる記号の創発のメカニズムを一般的に解明していくための基礎研究と

しても注目される。

本申請者が所属する環境情報認知論講座の目的の一つは，言語，知覚，思考，推

論，等にかかわる人間の知のメカニズムの解明にあるが，本研究は，この目的に沿っ

た基礎的研究として高く評価できると共に，今後の言語学と認知科学の関連分野へ

の貢献がさらに期待される。

よって，本論文は博士(人間・環境学)の学位論文として価値あるものと認める。

また，平成20年6月 17日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行っ

た結果，合格と認、めた。


